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186.相撲湖底逃跡周辺の

古環境について

可rlぃ

長浜市のi!.9端、相撲町の沖合い約50m......250mにかけ
す怠‘、‘てい

て相撲滅j底追跡が位置している。

平成元年度の静水による獣郷調査でその存在が確認

された遺跡で、平成2年度に第一次発銀調査が行われ

た?その結果、開査地区全面に及ぶ斜庖理と弥生時代

~古墳時代の遺物包合同が検出されている。出土巡物

の中心は古墳時代のもので、陵地寄りにその分布が濃

密であると考えられるため、平成3年度には陵地側に

隣接した場所が第二次発鋸調査の対象とされた。

調査地区は、第 1次調査問機に鏑矢板を二重に打ち

込んで閉まれた中を排水し、陸化して行われた。謁査

面積は約2.000m'であった。
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格僕湖底遺跡の第二次開笠は、平成3年4月に始め

られた。 BS L-1.5m-2mを測る湖底面から約50cm

掘り下げたところで部分的に斜!管理が確認されている

が、斜周辺を切り込んでl簡5m......8mの砂擦問が検出

された。この砂際的は、縄文時代~中1止の遺物を含む

もので、ほぽ砕1北を向いている。厚さ40cm......50cmの斜

情理の上商から下商に及ぶもので、一部その下の細砂

屈を切り込んでいた。この砂際胞は、丸i味を帯びた礁

で構成されており、旧河遣ではないかと考えられる。

その東に恥し斜隠忍の認められる砂閣の下のスクモ居

中より、斎串を始めとする木製遺物や土緩が検出され

ている。この土緩は長さ 3cm....... 4 cmのハマキ型を呈す

るもので、級状の物質で繋がれていたような状態で出

土している。土鐙と絡まった形で l辺1師、長さ約15

師、南端のそれぞれ同一面の2函に滅状の切り込みの

入った角様か積出されている。角織は、おり重なるよ

第 l図明治時代地図 (OEnは鈎査地)
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うに並んでいた。出土状況から判断すると、期j網系の

ぬ網と考えられる'Z

さて、斜周辺の方向であるが、スクモ勉の策側にも

検出されており、旧河道に切られたものも含めてその

いずれもが北から陶に向って形成されたものであった。

すなわち、河川の流れ込んでくる方向は調査地区の北

方からと考えられる。

潟主E刻!.!区の北側は、現在は相J実町の新興住宅街とな

っている。その凶に湖伴犯で区切られた池があり、そ

こに北北西方向からぶ絡が一条iれれ込んでいる。明治

27年に発行された明治時代地問 (20，000分の 1)によ

れば、池は入江であり、その周辺にはいくつかの小河

川が流れ込んでいるのがわかる。これを見てもわかる

ように、この周辺は近年に盗るまでかなりの低濃地で

あったことが惣像できる?

長浜市街地の北京、機，¥'U30111の地点から酋に向って

窮状地を形成しつつ流れる!liIiJ11は、虎姫町‘議録で詩話

川と合流した後、 Iti酋へ向さを変えて琵琶湖に注ぎ込

んでいる。指li川によって形成された扇状地には、谷口

から飲射状に旧河辺が認められる。扇端付近の虎姫町

大井から下流(ftrJには自然堤防が形成されている。また、

高時川はその流域に強聞な自然堤防を発達させており、

!日河道がほとんど見られず条里地割jもよく残っている

た~、長期間この河辺を維持してきたことがわかる?
bDlJon 

姉川と高時川が合流した地点から、間へまっすぐに

線を引けば、相燦湖底遺跡にあたる。この周辺は湖岸

に大きく突出して流れ込む姉川の三角洲であり、河口

から東には長浜市街地に至るまで3つの内湖もしくは

入江が存夜している。 E可の成姫61H白浜にある入江Aは

ほとんど埋め立てられ、わずかに漁港として利用され

ている。中央の内湖Bは税:a:、完全にさEまり水団化さ

れている。*の入江Cは、 i，vl山wで琵琶湖と区切られ

てしまっている。 rWJ北平野地形分類図Jによれば、余

呉川河口から米阪IUJの人江内洲に重るまで、湖北地方

の湖伴は浜泌がよく発述している?姉川河口から長浜

市街地までを見ても、自!i川の河口付近と入江C以外は

浜堤が形成されている。また、剣i川下流の三角洲地帯

には各所に白然綻l坊が認められている。この地媛の現

在の集落は、ほとんどがこの自然淀防上に立地してい

ることがわかる。自然堤防は、内湖Bの周囲をJ!;tく覆
いつつ一部入江Cに媛している。入江Cの東には自然

堤防が筋状に三条並んで見える。この自然堤防は左端

の一つを除いて浜堤に班われている。同様に内湖Bも

浜堤の湖岸との聞を反切られており、入江Cのみ浜援

の発途が見られない。これは、姉川と高時川の合流地

点付近から旧河道が前へのびていることからもわかる

ように、姉川もしくはj!6時川がかつて内湖Bや入江C

の周辺に流れていたものと忠われる。すなわち、浜堤

の形成以前に失われた流れは、自然犯防を残したまま

浜堤に覆われたものであろう。その時期は、相撲湖底

追跡から出土した巡物から考えて、中世より以前であ

ることはまちカfいない。

また、琵笹湖周辺地形国を見ると、入江Aは後に砂
... 
昭電が発達したものの、入江であった名残りが等深線に

よってわずかに確認される。入江Cはその痕跡が明僚

にわかるもので、西側には水没した砂暗号が認められる。

しかし、内湖8については現在の浜・犯と平行して水没

した浜堤かと思われる浅瀬{高まり)が見えるのみで

ある。内湖の現浜堤も、明治27年の地形図では入江の

入口に両端の切れた砂洲が糊jif線と平行して形成され

たものである。

入江Cの束にある自然提i加は、ほぽ一致すると考え

られる湖底而に日まりが見られ、これらの自然堤防の

一部が水没した後に浜堤が形成されたことを布Ii足して

いる。

この図の上に調3宅地区をのせれば側銭湯l底巡跡は入

江Cの先端にある尚まりょに依躍することになる。こ

の高まりを綴断する形で2期にわたって調査が行われ

たわけであり、第一次調査では北京方向から発達した

斜層理、第二次調査では北方向からのそれが検出され

ている。第二次，調査の斜陪理からは明鰍な巡物の出土

を見ていないが、第一次調弦では弥生時代~古tJi時代

の造物が包含されていた。すなわち、この高まりは古

漬時代に形成された可能性が極めて高いと言える。し

かもその地税方向は北東方向からであり、斜館理形成

後の浜堤の発達時期も省杭時代..._[I'1立の間と考えるこ

とができる。

相撲湖底追跡4よi1lj.i!sのように純文H寺代~中世の遺物

が出土する追跡である。地物は古邸時代が中心となる

ものである。第一次・第二次閥抗ともに明l僚な巡構を

伴わず、巡物包合11'1のみの検出であった。遺跡の立地

する高まりは150mx 90mの卵型を誕しており、調査地

区はほぼその其中を倣断していると与えられる。高ま

り上から遺構が検出される可能性は十分にあると言え

るが、出土したirl物のほとんどが激しい雌減を受けて

おり 、他所からもたらされたものと考えるべきである。

「平成2年度滋賀県追跡地問jによれば、当巡跡の

周辺にある遺跡のうち、北ないしは北東方向にある遺

跡は12箇所を数える偽そのうち古明時代に限って見れ

ば5箇所存在する。
ヲかど しんじ.1:1/.:60

塚田追跡は新庄中町に所在する古.ij¥・鍛落跡で、土

師器が出土している。色。
森遺跡は森町にある縄文時代・合羽I時代~白凪時代

の集落跡で、縄文土官官 ・須泌総が出土した遺跡である。
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第 2図 湖北平野地形分類図(注④より転載)
u・・~.， "~l 今

十里町遺跡は十里町にある縄文時代~平安時代の

総務跡とされている。遺物は鐙1iSで、縄文土総 ・弥生

土総 ・ 土師器 ・ 墨書土器 ・ 斎串・絵l~等が出土してい

る。

相撲-*追跡は相撲町に所在し、 rtittr時代~平安時代

の総務跡で、須恵器 ・土師苦言 ・灰稿lJ陶総 ・木製品が出

ニiょした足i跡である。
U.fぇ

制機北遺跡は長浜市相撲町からびわ町純|江にかけて

所復する逃跡で、古敏時代~平安時代の集洛跡とされ、

須恕23・土師器 ・灰紬陶著書 ・瓦が出土している。

これらの遺跡の中で、自然堤防や旧河道との関遂で

最も可能性が高いのは森遺跡と相撲北遺跡である。

森遺跡は昭和58年度の県営ほ場繋備事業に伴う発掘
t.:?bo<どう i 、

調査で、北に位置する八角笠遺跡とともに調至宝されたγ
森巡跡では、 6世紀後半 ・7世紀第2四半期 ・7世紀

末の 3時期にわたる造物が出土している。また、八角

堂泊跡では、 91!t紀後半の土器類とともにスクモ陪よ

り多111の木製品が検出されている。

キEI伐北地跡は、発御調査が行われていないが、森追

跡のiti西に位置している?この場所は、長浜市相撲町

の集落と、びわ町細江の集落の中間である。百iJ述によ

うに、この両立i洛は自然堤防上に立地したものであり、
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第 3図 琵琶湖周辺地形図(遺跡と浜堤 ・自然堤防の位置を加筆)

当巡跡は姉川の!日河道上に営まれたものであると考え ③地元の老人に話を聞いたところ、相撲西団地の付

られる。この旧河道は八角堂遺跡で検出されたスクモ 近まで一帯は複地であったと言うことである。

胞へと繋がっていくものと思われ、湖北平野地形分類 @ 中谷雅治他 r 1 滋跡の位置と環境J<r国道8

図に表わされた自然堤防との位置関係とも予盾しない。 号総長浜パイパス関連遺跡調査報告番nj 滋賀県

相撲湖底逃跡の古墳時代の造物を包含した斜層理は、 教育委員会 1973年)

この|白河道によって運ばれたものではないだろうか。 ⑤ 前掲注4および、横田洋三 「水辺に住みたいJ
(r第 2図埋蔵文化財調査研究会j一発表要旨ー滋

栂撲湖底遺跡の発掘調査結果をもとにして、周辺地 賀県教育委員会文化部文化財保諮線側滋賀県文化

域の古環境を想定してみた。入江Cは姉111もしくは高 財保護協会 1991年)

時111(姉川が長浜市街地の方向へ流れていた時期には ⑤ 滋賀県教育き委員会 (r平成 2年度 滋賀県巡跡地

十分可能である)の河口の跡であろうと考えられる。 図J1991年)

姉川の現河口のように三角洲が発達しなかったのは、 ⑦ 問中勝弘 ・周回政l清 fII 長浜市森 ・八角堂遺

流れていた時期が短かったからであろう。 跡J(rほ場整備関係遺跡発掘調査報告mJ刃-1 滋

巡ー跡の位置する高まりは、スクモj層の地獄が見られ 賀県教育委員会側滋賀県文化財保護協会 1984 

ることにより、ある時期には止水域であった可能性が 年)

高い。また、そこから出土した漁網は、その止水域(恐 @昭和61年度に県滋かんがい排水事業関連の報告寄

らく浅瀬であったと思われる)で使用されていたもの (I1I-2)として相撲北巡跡の調査結果が餓せられ

が投棄されたものであろう。(三宅 弘) ているが、現在その位置は相撲東巡跡の名称でI乎ば

}乏 れているため、ここでは除外する。

① 池崎智詞 r 2.相撲舟溜航路(1)主役i築 相撲湖底

遺跡J(f文化財調査出土遺物仮収納保管業務、平成

2年度発掘調査概要j滋賀県教育委員会側滋賀県

文化財保護協会 1991年)

② 大沼芳吉宗氏の御教示を得た。
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